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子ども会育成会縫製室長信長義援設では、

園調堅固闘臨闇

|市民錦繍瞳・ブ沼百到
作Iもしなけりゃ人類平和。款を

出すから地球は大混乱。克明も突

いとばして大ヒット/

*出演 ニヌヤウ、方市、タユ

ら 59者、 5~司228(8)午前 9ff苦30 小学級ち年さ主を対象(二、3'c:t会 本霊童童書 ジャミー・ユイス

分から午後5G専 のリーダーとして数警護'"校総校長寺 本上理聖路跨 109分

惨事陣所 mE義務総事監4・6会議宣言 lこつけてもらう絞め議事意書袋署をのい T.8善寺 6月 4flU:)午後3i守

惨事事機入隊おお きす合 沙入緩料 5部内{全fl盗塁富}

P総事事方法 審議議議じより申し込み、 砂講習尽察 考ヨ売れ王寺20粉、 þ.~主義主 李主資委員会

党議選需ClE審議!と絞り絞殺絞めt<J!つむ 12尽48、12Fl188Gむをき義援

惨応募・罪語いを書Pt主 役会事説務露章 b対象 潟F号夜伎の小学校王手慾

型理霊襲撃草でライブラリ…惣(85)1511

T.8草寺 キ蕗U9善寺30

fitti'う午後ヰ若者

砂語華街 夢露双子車産主主手議餓〈二千繋

市小中台湾1824)

が著書締奮 ;史詩B~議官窓際社会漁提言霊童

笥県内望号続殺およu繁務格縁者

惨費際 総料(主主止さし詰車線1こょっ

てi主導型材総与を雪臨機織i収〉

炉問い合わt空 燃事実事事1す役会被害警

害事官0472(23)4072

で、 主義総してさきて7差きるき守護撃。

会連絡協議会事務筒へ

P伺い合わせ 社会被害者器製

[演甑の集い会員募集!

おI[¥.濯 Cも丁聖書Cど指導し務をすo

f月'¥jQi老人ホーム毛主受容罪悪し事苓〉

診商い会わせ !こっ13(1匂CDII訟をま緩

う会事吉s 豊富ヨ念(82)8713
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